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 要  旨 
近年ソフトウェア開発の大規模・複雑化に伴い、ソフトウェア開発はより困難になってきてい
る。やり取りしなければならない情報の多さに加え、開発に関わる人数の増加と開発の短納期化
によって人間関係を構築する時間が短縮されており、その結果十分なコミュニケーションがなさ
れない。そのためミスや手戻りが多く発生する。しかしながら人間関係が構築されていないため、
ミスや手戻りが発生した際に互いを責めあうような風土が生まれてしまう。すると問題の発覚を
恐れて問題が隠ぺいされるようになり、重大な問題が多発するようになるため、人間関係はます
ます悪化し、ソフトウェア開発プロジェクトはさらに困難になる。このように人間関係が悪化し、
必要なコミュニケーションがなされず、それらのことが互いに影響し合いソフトウェア開発が困
難になっていく悪循環の状態をソフトウェア開発における混乱状況と呼ぶことにする。 
ソフトウェア開発の混乱状況に対する対処方法として、ソフトウェア開発現場ではプロジェク
トマネジャーの経験や勘に頼っており、既存研究でも混乱状況を解決する手法は確立されていな
い。 
本研究ではプロトコルとプロトコルに着目し、混乱状況を可視化することで、経験や勘に頼ら
ずに混乱状況を解決する手法を提案する。プロトコルとは組織におけるメンバが連携して仕事を
進めるための規範や約束事のことである。組織では様々なメンバが連携して仕事をするためプロ
トコルが必要である。ソフトウェア開発プロジェクトチームメンバはそれぞれ異なるプロトコル
を持っているため、プロトコルの不一致による衝突が起きる。プロトコルの不一致が起きた際、
互いにコミュニケーションを取り共通のプロトコルを構築することが望ましいが、プロトコルの
不一致は人間にとって不快なものであるため、人はプロトコルの不一致が起きた相手とのコミュ
ニケーションを避けるような行動を取る。その結果共通のプロトコルを構築することができず、
いつまでも連携して仕事を行うことができないという混乱状況が発生してしまう。本研究ではプ
ロトコル、プロトコルを生成する要素、プロトコルによって起こされる行動、相手の行動をどの
ように捉えたか、相手に対しどのような感情を持ったかを、モデルに表すことによって混乱状況
を可視化する。そして混乱状況を発生させる各要素を取り除くことにより混乱状況を解決する。 
 
 
